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○知念春美 教育長 皆様こんにちは。本日の出席委員は４名で、定足数を達しております。

ただ今から、令和２年第 13 回宜野湾市教育委員会定例会を開会いたします。本委員会で審議

します案件は、１件となっております。本日の会議禄の署名委員は、知念教育委員を指名した

いと思います。よろしくお願いいたします。続きまして、11 月 25 日開催の第 12 回定例教育委

員会の会議録の承認を行います。会議録の署名委員は大城教育委員となっております。会議録

につきましては、すでに配布してございますが、字句の訂正を除き承認していただきたいと存

じます。よろしいでしょうか。 

○一同 異議なし。 

○知念春美 教育長 ただ今、第 12回定例教育委員会の会議録について承認をいただきました。

大城委員には後ほど署名をお願いいたします。それでは、審議に入ります前に、教育長諸般の報

告を行います。緑色の報告資料をご覧になっていただきたいと思います。 

 

〈教育長諸般の報告〉 

○知念春美 教育長 11 月 26 日（木）、12 月定例市議会議案説明会に出席しております。27 日

（金）、「宜野湾市新型コロナウイルス感染症対策本部会議」に出席いたしました。同日、「令和

２年度宜野湾市商工会行政との懇談会」がございました。30 日（月）、市長表敬に同席し、普天

間中学校の国吉なぎさんが、県空手道競技大会に優勝し、全国中学生選抜大会へ出場する報告を

受けました。12 月２日（水）、市長表敬に同席し、宜野湾中の金城咲南さんによる「第 42 回少

年の主張大会」の結果報告を受けております。３日（木）、定例市議会一般質問割振り会議がご

ざいまして、18 名の議員から約 40 項目の質問を受けました。後ほど資料をご覧いただければと

思います。４日（金）、「第 431 回宜野湾市議会定例会」が開会いたしました。９日（水）、教育

施設現場視察で、普天間小学校・普天間中学校・大謝名小学校・志真志小学校に赴き、工事の進

捗状況を確認して参りました。15 日（火）、「第 431 回宜野湾市議会定例会」の一般質問が 22 日

（火）までございました。22 日の一般質問終了後には、「宜野湾市新型コロナウイルス感染症対

策本部会議」に出席しております。23 日（水）、「第 431 回宜野湾市議会定例会」の委員長報告

と表決があり、大城進教育委員の任期満了に伴い、後任として桃原修氏が全議員の同意を得てお

ります。そして本日、24 日（木）、「令和２年第 13 回定例教育委員会会議」となっております。

以上が教育長諸般の報告といたします。休憩します。 

 

○知念春美 教育長 再開します。 

続きまして、日程 1「議案第 40 号 宜野湾市史編集委員会委員の委嘱について」を議題とい

たします。本件に対する担当者の趣旨説明を求めます。教育部長。 

○嘉手納貴子 教育部長 それでは、水色の表紙の議案書 1 頁をお開き下さい。併せて別冊の
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黄色い表紙の新旧対照表もご準備下さい。 

議案第 40 号「宜野湾市史編集委員会委員の委嘱について」 

別紙の者を宜野湾市史編集委員会委員に委嘱したいので、宜野湾市教育委員会の権限に属す

る事務の一部委任等に関する規則（昭和 47 年教育委員会規則第５号）第２条第 11 号の規定に

より、教育委員会の議決を求める。令和２年 12 月 24 日提出。宜野湾市教育委員会 教育長 知

念春美。 

提案理由でございますが、宜野湾市史編集委員会委員の任期満了に伴い、宜野湾市史編集委員

会規則（昭和 62 年教育委員会規則第３号）第３条第２項の規定により、委員を新たに委嘱する

必要があるためでございます。 

それでは、２頁をお願いします。宜野湾市史編集委員会委員名簿案でございます。委嘱期間は

令和３年１月１日から令和４年 12 月 31 日までの２カ年でございます。市史編集委員会委員は、

宜野湾市史編集委員会規則第３条第１項の規定に基づき、委員定数が 15 名以内となっておりま

す。現在の委員数は 10 名でございますが、今回はこれまで長きにわたり、委員を務められた郷

土史がご専門である元学校長の仲村元惟様の勇退により、1 名減りまして、９名の委員選定案と

しております。 

また来年３月に発刊予定の市史 戦後資料編「伊佐浜の土地闘争（解説編）」の刊行後の計画も

見据えた構成とし、円滑な事業実施の観点から専門分野におけるバランスも考慮し、９名の委員

につきましては、全員を継続といたしました。新旧対照表の１頁に新旧委員の名簿を添付してご

ざいますので、併せてご参照いただきたいと思います。 

それでは、名簿順にご説明申し上げます。まず１番の江上 幹幸（えがみ ともこ）様は、元

沖縄国際大学教授で考古学を専攻されております。市内在住の研究者として、市史編集の取組み

や編集に対する助言を頂きたいと考えております。２番の崎浜 靖（さきはま やすし）様は、

沖縄国際大学教授で、歴史地理学をご専門とされております。宜野湾市の地名に詳しく、県外の

地域資料にも精通しておりますので、新しい資料の情報提供を受けることができると考えてお

ります。３番の藤波 潔（ふじなみ きよし）様は、沖縄国際大学教授でございます。現代史や

歴史教育がご専門で、来年３月に刊行予定の「伊佐浜の土地闘争（解説編）」の次に計画してお

ります「教育編」を進める上でも、引き続き助言をお願いしたいと考えております。４番の吉浜 

忍（よしはま しのぶ）様は、元沖縄国際大学教授で、沖縄戦や戦後史の専門家で、与那原町や

豊見城市の教育編の編集にも携わっております。現在の市史編集委員会委員長でございます。５

番の辻 雄二（つじ ゆうじ）様は、琉球大学教育学部教授で、地域の教育課題の解決に向けた

共同研究などを行っております。市史の歴史教育の観点からの助言や今後、教育編を進める上で

必要な委員と考えております。６番の波平 エリ子（なみひら えりこ）様は、沖縄女子短期大

学の准教授で、沖縄民俗学がご専門でございます。以前、市史の民俗編の調査員を務めており、
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宜野湾市に造詣が深い先生でございます。市史を用いた活用の面からもご助言をいただきたい

と考えております。７番の松川 章（まつがわ あきら）様は、大謝名区出身で、大謝名獅子舞

保存会の前事務局長も務めており、本年３月まで、浦添市教育委員会文化財課の課長を務めてお

られました。地域の歴史文化の観点からも助言を頂けると考えております。８番の高江洲 敦子

（たかえす あつこ）様は、沖縄国際大学の非常勤講師を務めており、沖縄民俗学がご専門でご

ざいます。本市の民俗調査員としても実績がありますので、市史の活用の観点から、ご助言を頂

きたいと思います。９番の納富 香織（のうとみ かおり）様は、沖縄県教育庁文化財課の史料

編集班の指導主事を務めており、近現代史がご専門でございます。現在、沖縄県史の現代編の編

集を担当されております。今後の「教育編」を進める上で、必要な委員であると考えております。 

以上が、議案第 40 号「宜野湾市史編集委員会委員の委嘱について」のご説明になります。ご

審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○知念春美 教育長 本件に対する質疑を許します。質疑のある方は、挙手をお願いいたしま

す。大城委員。 

○大城進 委員 お疲れ様でございます。基本的なことですが、お聞かせ下さい。多士済々の専

門家だと認識しております。その認識に立って、まず 1 番の考古学・人類学がご専門の江上幹幸

氏ですが、20 年近く委員をされていて、そしてまた、1 番目に名前があるということは、宜野湾

市教育委員会として、もしかしてこの人が委員長候補として値する人物かな、と認識しておりま

すが、どうでしょうか。 

○知念春美 教育長 博物館館長お願いします。 

○平敷兼哉 市立博物館館長 江上幹幸先生ですが、専門が考古学ということもありますが、

今、大事にしているのは、宜野湾市内のことでもありますので、そういったところで委員として

お願いしております。順番については、１番上で委員長候補ということは特に今のところは考え

ておりません。 

○知念春美 教育長 他にございますでしょうか。石川委員。 

○石川正信 委員 新旧対照表の旧名簿の４番、元学校長の仲村元惟先生ですが、これまでの

宜野湾市の市政、市史をほとんどご存知の方で、やはりこういった方はなかなかいないと思いま

す。今後、新しく委員が代わった際には、どのような関わりを持たせていくのかお聞きしたいで

す。 

○知念春美 教育長 教育部長。 

○嘉手納貴子 教育部長 元校長の仲村元惟先生は、昭和 54 年からずっと市史編集に携わって

いただいております。また、文化課や博物館の講座等でも、宜野湾市内における偉人のこと等、

歴史に関するご講演や講座もしていただいております。また、戦中、戦後、民俗にも詳しい方で

ございますので、今後もご助言や、また機会があれば講座等にも、教育委員会として仲村先生の
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お力を頂きたいなと思っております。 

○知念春美 教育長 他にございますでしょうか。それでは質疑も尽きたようですので、質疑

を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

○一同 異議なし。 

○知念春美 教育長 ご異議ありませんので、質疑はこれにて終了いたします。 

これより、「宜野湾市史編集委員会委員の委嘱について」を採決いたします。本件は原案の

通り承認することにご異議ありませんか。 

○一同 異議なし。 

○知念春美 教育長 ご異議ありませんので、本件は原案の通り承認されました。これにて、日

程 1 議案第 40 号を終了いたします。 

 

〈教育部の報告〉 

・新教育委員について 

〈指導部の報告〉 

・ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた本市の進捗状況について 

 

○知念春美 教育長 本日の会議はこれにて閉会致します。お疲れ様でございました。 


